
令和４年度 加賀市役所の手話通訳士（者）の配置について

加賀市では手話を言語とするろう者の相談窓口として、手話通訳士の資格を有する常勤

職員２名を配置してきた。令和４年３月末に１名が退職となり、現在は常勤職員１名の体制と

なっている。

手話通訳者の新規採用はこれまで継続的に募集しているが応募のない現状であり、今後

も募集を続ける予定であるが、それまでの間、ろう者の情報保障や相談受付が低下すること

のないよう、新たな体制案を検討している。

令和４年３月まで 現 状 新たな体制（案）

【救急など重大な緊急時

（閉庁時）】

加賀市消防では、現場で手

話通訳が必要な場合、市に

電話連絡して市職員の手話

通訳者と連絡を取る体制。

職員の手話通訳者が 1 名と

なり、交代がいないことから

必ずしも緊急時の現場で対

応できるとは限らない。

石川県警では登録手話通訳

者の名簿があり、手話通訳

が必要な場合、名簿の順番

に通訳者が見つかるまで連

絡を取り続ける体制。

※実績：R２年０件、R３年１件

加賀市消防においても警察

と同様の体制を取れないか

検討と準備を進める。

【急病や生活に関わる日常

的な緊急時（閉庁時）】

ビデオ通話ができるタブレッ

ト端末を２名の職員が交代

で持ち、24時間３６５日の体

制でろう者の相談受付と必

要に応じて現場に向かい対

応する支援などをしていた。

職員が 1 名になったことでタ

ブレット端末のビデオ通話に

よる 24 時間３６５日の相談

受付と現場に向かう支援が

労働環境として、継続困難

になっている。

従来通り、24時間３６５日の

相談受付を継続する。

また、現場支援が必要な場

合も従来通り、市職員の通

訳者が対応する体制を維持

するが、市職員が事情で現

場支援ができない場合、市

内及び小松市・能美市の登

録手話通訳者に電話連絡

し、現場対応を依頼する。

【市役所の開庁時間帯】

ろう者が市役所に来庁され

た際、窓口で対応できるよう

2 名の職員のいずれかが在

席となるよう調整をしてい

た。

手話通訳の職員が 1 名に

なったことで交代要員がい

ないため、手話通訳の職員

が訪問等の外出により通訳

者が不在になることが増え

た。

手話通訳の職員が庁内不在

の場合、受付職員が筆談等

で対応する。また、必要に応

じて手話通訳の職員にビデ

オ通話し、外出先から来庁

の用件を確認し、庁内職員

に指示する方法を検討中。
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